
電気電子工学科 
 

学科のアドミッション・ポリシー（ＡＰ：入学者受入の方針） 

 

＜求める入学者像＞ 
 

電気電子工学科では、電気エネルギーの発生・供給・利用から、信号処理や通信システム

など情報をつかさどる技術、 さらに半導体デバイスにいたるまで、日々の暮らしを支える技術

の基礎を学ぶことができます。電気電子工学の先端研究にも卒業研究を通して携わることが

できます。現在では、自然との共存、持続可能な社会を目指すために、効率のみならず快適

性をも視野に入れた工学が望まれていますが、 このような萌芽的な研究にも、卒業研究を通

して携わることができます。本学科では、工学的な素養と豊かな教養を持ち、倫理観を身につ

けた社会に役立つ技術者を養成することを目指しています。そのため、本学科では次のような

人を求めています。 
 

（知識・理解） 

英語、数学、理科、国語、社会について、高等学校卒業相当の学力を有している。 
 

（技能・表現、思考・判断） 

物事を多面的に考察し、自分の考えをまとめ、与えられた問題について自分の考えを分か

りやすく表現できる。 
 

（興味・関心・意欲、態度） 

電気・電子・情報通信工学の分野に興味をもち、これらの技術を社会に役立てたいと考え

ている。 

 
 
 

学科のカリキュラム・ポリシー（ＣＰ：教育課程編成・実施の方針） 

 
＜カリキュラムの概要＞ 
 

電気電子工学科において開講されている理系基礎科目、専門基礎科目および専門科目を

修得するためには、開講されている年次の順に、積み上げ型の地道な学習法が必要です。1

～2年次では、微積分、線形代数、電気電子数学、電気回路および電磁気学など、その後に

学習する多数の専門科目を理解するために欠くことのできない基礎科目を学びます。2～3年

次では、電気エネルギーの発生・輸送、半導体物性・電子素子、情報通信システムなどの電

気電子工学の重要かつ主要な専門科目を学び、電気電子工学分野の基礎力と応用力を養

います。4年次の卒業研究では、専門性の高い最先端の研究テーマの一部を担当して、研究

方法論、問題解決能力、実験技術、測定技術、設計技術、シミュレーション技術を身につけま

す。また、英語コミュニケーション能力を養い、企業倫理、産業経済などについても学ぶ科目

が用意されています。 



学科のディプロマ・ポリシー（ＤＰ：卒業認定・学位授与の方針） 

 
＜学習の到達目標＞ 

 

（知識・理解） 

DP1 数学・物理学の基礎的知識および電気電子工学に関する専門的知識を修得し、工学

的な手法により小規模のシステムを分析、設計する能力を持つ。 
 

（思考・判断） 

DP2 全地球的な視点に立って、科学・技術が自然環境や社会に及ぼす影響を自立的に判

断できる。 
 

（興味・関心・意欲） 

DP3 問題を発見・解決するために必要となる専門知識を自立的に修得する能力を持つ。 
 

（態度） 

DP4 思考・判断の過程を論理的に説明し、伝達するための言語的表現能力を持つ。 
 

（技能・表現） 

DP5 自然環境や社会の変化に柔軟に対応しつつ、自らの適性を探求し、磨くことができる。 

 

 


